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１ 展示事業 

 ⑴ 企画展事業 

◎ 自然写真シリーズ Vol.18 

 ｢北はりまの希少植物」展 

    北播磨地域の希少な植物を 44 点の写真で紹介し

た。 

   期  間    平成 26 年２月 22 日～５月 11 日 

   会  場  地球科学館ロビー 

   協  力  西脇市動植物生態調査研究グループ 

入場者数 大人 1,189 人、学生 20 人、 

小人 1,151 人、幼児 255 人 

(26 年度分) 

 

◎ 「段ボールであそぼう」展 

    段ボールハウスやダンボール迷路のほか、段ボー

ルで作ったおもちゃなどにふれることで、身近な素

材「段ボール」の持つ意外な強さや温かさを体験す

る展示を行った。 

   期  間 平成 26 年２月 22 日～６月 29 日 

入場者数 大人 2,488 人、学生 36 人、 

小人 1,974 人、幼児 820 人 

(26 年度分) 

 

◎ 「地球を形作る美しい鉱物」展 

    鉱物の美しさや地球の歴史などに目を向けてい

ただくために、約 350点の岩石や鉱物等を展示した。

鉱物を手に取ってルーペで観察するコーナーも設

けた。 

   期  間 平成 26 年７月 19 日～９月 15 日 

   資料提供 松内ミネラルコレクション 

入場者数 大人 2,314 人、学生 116 人、 

小人 1,838 人、幼児 673 人 

 

◎ 「ペーパークラフトでたどるロケットのあゆみ」展 

ロケットの精巧なペーパークラフト 70 点でロケ

ットの発達してきた歩みを紹介した。実物大Ｈ－Ⅱ

Ｂロケットの中で宇宙の暮らしなどを紹介するロ

ケットシアターも設けた。 

   期  間  平成 26 年９月 20 日～11 月３日 

    入場者数 大人 1,005 人、学生 20 人、 

小人 719 人、幼児 345 人  
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◎ 「西脇市中学生 理科の自由研究」展 

    市内中学校の夏休み自由研究作品のうち、各学

校から推薦された作品 123 点を展示した。 

    期  間 平成26年 11月 22日 

～平成27年１月18日 

    入場者数 大人 791 人、学生 18 人、 

小人 674 人、幼児 233 人  

 

 

◎ 自然写真シリーズ Vol.19 

「北はりまの希少植物」展パート２ 

    昨年度に引き続き、北はりま地域で見られる希

少な植物を 46 点の写真で紹介した。 

    期  間 平成27年３月21日～５月31日 

    入場者数 大人 621 人、学生 13 人、 

小人 656 人、幼児 270 人 

（平成 26 年度分） 

 

 

 

◎ 「ビー玉コロコロ」展 

    ビー玉にはたらく物理法則について、ビー玉を

転がして遊びながら体験する展示を行った。 

    期  間 平成27年３月21日～６月28日 

    入場者数 大人 621 人、学生 13 人、 

小人 656 人、幼児 270 人  

（平成 26 年度分） 
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 ⑵ ギャラリー 

◎ 子どもの日ワークショップ作品展 

    ５月５日に岡之山美術館との共催で実施した

「こどもの日ワークショップ」の作品を展示した。 

   期  間    平成 26 年５月 17 日～６月 15 日 

   会  場  地球科学館ロビー 

入場者数 大人 755 人、学生 10 人、 

小人 680 人 幼児 300 人 

 

 

◎ ジャコウアゲハの生態写真展 

    ジャコウアゲハの生態を産卵から蛹までと蛹か

ら成虫までの２回に分けて 47 点の写真で紹介し

た。 

   期  間    平成 26 年６月 21 日～７月 13 日 

         平成 26 年７月 19 日～８月 31 日 

   会  場  地球科学館ロビー 

   資料提供  大西 秀夫 氏 

入場者数 大人 2,273 人、学生 114 人、 

小人 1,914 人 幼児 760 人 

 

◎ 宇宙の日作文絵画コンテスト優秀作品展 

    宇宙の日を記念して日本宇宙フォーラム等が行

っている作文絵画コンテストの入選以上の作品を

展示した。 

   期  間    平成 26 年９月 20 日～11 月 24 日 

   会  場  地球科学館ロビー 

入場者数 大人 1,508 人、学生 26 人、 

小人 1,038 人 幼児 467 人 

 

 

◎ 虫の目写真展 

    虫の目レンズという特殊レンズで撮影した昆虫

目線からの写真を 25 点展示した。 

   期  間    平成 26 年 11 月 26 日～12 月 28 日 

   会  場  地球科学館ロビー 

   資料提供  大西 秀夫 氏 

入場者数 大人 312 人、学生 9 人、 

小人 339 人 幼児 91 人 
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２ 各種講座事業 

⑴ 子ども科学教室 

  身近な材料を使った実験や工作で、科学のおもしろさを体験。入館料のみ必要。 

日  時：日曜・祝日 午後１時 30分～、３時 30分～の２回 

・ 実施回数 64 回 ・参加者数 2,498 人 ･１日平均 39 人 

月 日     内    容 人数 月 日     内    容 人数 

４ ６ トコトココップをつくろう 50 10 ５ ゴム鉄砲をつくろう 25 

 13    〃 44  12    〃 32 

 20 ピョンピョンがえるをつくろう 30  13 世界一かんたんなモーター 42 

 27    〃 20  19    〃 45 

 29 プラ板アクセサリーをつくろう 13  26 でんじしゃくをつくろう 45 

５ ３    〃 53 11 ２    〃 28 

 ４ きれいなかざぐるまをつくろう 100  ３ でんちをつくろう 45 

 ５    〃 57  ９    〃 56 

 ６ のぼり虫をつくろう 74  16 どんぐりのかざりをつくろう 38 

 11    〃 30  23    〃 51 

 18 ダンボール釣りであそぼう 60  24 木の葉のしおりをつくろう 34 

 25    〃 40  30    〃 31 

６ １ 段ボールマグネットをつくろう 37 12 ７ 絵がかわるカードをつくろう 17 

 ８    〃 60  14    〃 25 

 15 ふわふわＵＦＯをつくろう 61  21 きれいなろうそくをつくろう 8 

 22 ガラスのなみだをつくろう 36  23    〃 20 

 29 ふわふわＵＦＯをつくろう 42  28 ぐにゃぐにゃだこをつくろう 18 

７ ６ 偏光まんげきょうをつくろう 45 １ ４    〃 0 

 13    〃 25  11    〃 6 

 20 虹スコープをつくろう 30  12 パチパチくんとあそぼう 24 

 21    〃 57  18    〃 28 

 27 ふしぎ!?ういたりしずんだり 31  25 まんげきょうをつくろう 29 

８ ３    〃 29 ２ １    〃 43 

 10 ふしぎなこまをつくろう 35  ８ ストローロケットをとばそう 50 

 13 きれいなかざぐるまをつくろう 30  11    〃 27 

 14    〃 30  15 電気パンをつくろう 17 

 16    〃 31  22    臨  

 17 ふしぎなこまをつくろう 50 ３ １    時  

 24 ふわふわボールをつくろう 27  ８    休  

 31    〃 40  15    館  

９ ７ 紙トンボをとばそう 50  21 つくってとばそう！ねつききゅう 70 

 14    〃 53  22    〃 52 

 15 みんみんぜみをつくろう 32  29 空とぶたねのひみつ 50 

 21    〃 42     

 23 ガリガリプロペラをつくろう 42     

 28    〃 56     
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⑵ 夜のスターウォッチング 

テラ・ドーム天文台での天体観測会。81㎝反射望遠鏡を使って、惑星や季節の星な

どを見ていただく観望会。曇や雨の場合は天文台での星のお話しとプラネタリウムで

対応。 

日  時：土曜日・休前日 19:30～21:00 ※夏休み中は木・金・土曜日 

  ・実施回数 50 回 ・人数 923 名 

   
 

⑶ 親子星空探偵団 

 天体や身近な自然などを親子で親しむための年間講座。対象は、西脇市内の小学校

３年生以上の児童とその家族。 

期 間：平成 26 年６月～平成 27 年３月 

参加者：13家族 

内 容 

６月８日(日) 開講式、土星とホタルを見よう！ 

７月６日(日) 作って飛ばそう！ペットボトルロケット 

８月 10 日(日) さわってみよう！望遠鏡！ 

９月６日(土)～７日(日) 星空キャンプ 

10 月４日(土) テラ・ドーム星まつり（キラキラくじ出店） 

11 月 16 日(日) 秋の星を見よう 

12 月 13 日(土) キャンドルづくり 

１月 18 日(日) もちつき大会と冬の星 

２月１日(日) 冬のバードウォッチング 

３月７日(土) ハンカチ染め・閉講式 
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⑷ テラ･ドーム科学クラブ 

   基本的な道具の使い方から工作、実験などを通して、理科に興味のある児童のさら

なるレベルアップを図る。 

    期 間：26 年５月～27 年３月 月１回実施 

  対 象：西脇市内の小学５・６年生 

    参加者：13名 

    内 容 

５月 24 日(土) 輪ゴムで走る車をつくろう 

６月 14 日(土) 土星とホタルを見よう 

７月 19 日(土) 錬金術に挑戦 

８月 17 日(日) 土星と夏の星の観測 ※雨のため中止 

９月 27 日(土) ペーパークラフトで作る不思議な絵 

10月 25日(土) 電気と磁石のふしぎな関係 

11 月 15日(土) 葉脈しおりをつくろう 

12月 20日(土) きれいなろうそくをつくろう 

１月 31 日(土) 静電気の実験 

２月 21 日(土) 木星の観察 ※雨のため中止 

３月 28 日(土) 色が変わるランプをつくろう 

   
 

 ⑸ 大人のためのサイエンス講座 

自然や科学に興味を持つ大人を対象に、さまざまな内容の講義や実習をとおしてレ

ベルアップを図るとともに、地域で活躍している専門家との交流の機会を設ける。月

１回実施。 

期 間：26 年５月～27 年３月 

対 象：高校生以上 

参加者：６名 

実施内容 

５月 10日 春の植物観察 小林 拓郎 

(西脇市動植物生態調査研究グループ) 

６月７日 惑星とゲンジボタルの観察 高原 摂竜(地球科学館) 

７月 12日

13 日 

竹で紙を作る 大西 秀夫(多可町みなみ児童館) 

８月３日 月と土星の観察 

 ※雨のため中止 

高原 摂竜(地球科学館) 

９月 20日 秋の植物観察 高原 摂竜(地球科学館) 

10 月８日 皆既月食の観察 高原 摂竜(地球科学館) 

11 月８日 蛍石の採集 松内 茂（松内ミネラルコレクション） 
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12月14日 ふたご座流星群と冬の星 高原 摂竜（地球科学館） 

１月 17日 冬のバードウォッチング 高原 摂竜（地球科学館） 

２月８日 木星と冬の星 高原 摂竜（地球科学館） 

３月８日 ハンカチ染め 高原 摂竜（地球科学館） 

   
 

⑹ テラ・ドーム 15(いちご)検定 

地球、宇宙、自然などに関する４択出題を６問出題。成績優秀者に天然石か天体写

真を進呈。 

日  時：日曜・祝日 11時 30分～ 

・ 実施回数 57 回 ・参加者 688 名 

 

 ⑺ プラネタリウムでの星の学習投影 

小学校４年生対象のプラネタリウム学習投影。星の動きと夏の大三角のみつけかた

など、教科書に沿った内容で解説を行う。 

実施日 学   校   名 学 年 人数 

７月２日 西脇市立芳田小学校 ４ 18 

９月 11 日 西脇市立双葉小学校 ４ ５ 

11月18日 加古川市川西小学校 ４ 50 

２月５日 多可町立杉原谷小学校 ４ 33 
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３ 出前事業 

⑴ 出前観望会 

 学校や宿泊施設に望遠鏡を持ち込んで観望会を行う。原則として学校または公共主

催のものに限って行っている。市内は無料、市外は１人200円。 

   使用機材 ：45 ㎝反射望遠鏡２台、13 ㎝屈折望遠鏡２台、14 ㎝大型双眼鏡２台、

液晶プロジェクター 

 

 

 

 

   
 

⑵ 出前プラネタリウム 

学校の体育館などにプラネタリウムとエアドームを持ち込んで投影を行う。原則と

して対象は市内学校のみ。 

実施日 学   校   名 学 年 人数 実施場所 

10 月９日 西脇市立黒田庄中学校 ３ 84 黒田庄中学校 

10月28日 西脇市立楠丘小学校 ４ 27 楠丘小学校 

   
 

実施日 団  体  名 学 年 人数 実 施 場 所 

７月 11 日 小野市みやま保育園 園児 16 みやま保育園 

７月 23 日 どんぐりっこキャンプ 小学生 27 どんぐりっこの森(加東市) 

７月 30 日 丹波市立黒井小学校 
児童と

保護者 
130 黒井小学校 

８月 26 日 どんぐりっこキャンプ 小学生 25 どんぐりっこの森(加東市) 
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⑶ 出前科学教室 

身近な材料を使った実験や工作などを出前で行う。学校や公民館等のほか、ひとり

暮らし高齢者食事会でのサイエンスショーや高齢者大学などを対象に実施している。 

実施日 団  体  名 人数 場   所 

５月２日 日野地区ひとり暮らし高齢者食事会 45 サンパル日野 

５月 24 日 子育て学習センター 47 岡之山公園 

５月 31 日 小野市トライやる青空実験 130 へそ公園 

６月７日 西脇市トライやる青空実験 100 へそ公園 

６月 18 日 加東市高齢者大学（社） 90 社町多目的研修館 

６月 19 日 加東市高齢者大学（東条） 89 東条町公民館 

６月 20 日 加東市高齢者大学（滝野） 62 滝野町公民館 

7 月 17 日 西脇区ひとり暮らし高齢者食事会 84 西脇区コミセン 

８月 18 日 西脇小学校学童保育 88 西脇小学校 

８月 25 日 芳田の里ふれあい館夏休み工作教室 10 芳田の里ふれあい館 

８月 26 日 西脇小学校学童保育 88 西脇小学校 

10 月 25 日 加東市トライやる青空実験 150 へそ公園 

11 月 13 日 水尾町いきいきサロン 23 水尾町公民館 

12 月３日 小野市立河合中学校 55 河合中学校 

12 月４日 鹿野町いきいきサロン 30 鹿野町ふれあい館 

１月 20 日 楠丘小５年生電磁石の学習 33 楠丘小学校 

１月 24 日 加西市善防公民館親子工作教室 40 加西市善防公民館 

３月３日 子育てボランティア講座 18 黒田庄福祉センター 

３月 14 日 子育て学習センター 48 黒田庄福祉センター 

３月 16 日 重春･野村地区高齢者食事会 80 萩ヶ瀬会館 

   

 ⑷ 協賛事業 

・ 青少年のための科学の祭典 北はりま会場 

 ８月３日(日) 多可町中央公民館 

「世界一かんたんなモーターをつくろう」 イベント参加者数 約 800名 

・ ひょうごミュージアムフェア 

 10 月４日(土)～５日(日) ハーバーランドスクエア（神戸市） 

星まつりと重なったためポスター展示のみ 

・ 都麻の里さわやか交流祭 

     11 月２日(日) 大野隣保館 

     「紙トンボをとばそう」 
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⑸ 兵庫県立柏原高校 「探求」特別非常勤講師 

   柏原高校で行われている選択授業「探求」で、天文を選択した５名を対象に、臨時

講師として講義を行った。 

実施日 内  容 人数 実施場所 

４月 22 日 天体観測事例紹介 ６ 柏原高校 

８月 23 日 プラネタリウム、天文台の見学 19 地球科学館 

10 月７日 
皆既月食の解説、静止衛星の場所計

算、画像処理の実演 
６ 柏原高校 

 
 

４ 普及事業  

⑴ こどもの日ワークショップ「大きな紙に森の生きものをいっぱい描こう」 

岡之山美術館との共催で、こどもの日にたくさんの子どもたちに自然と芸術に触れ

てもらう機会として実施した。公園の林の中で鳥の声や風の音を聞きながら想像力を

膨らませてから、作品作りを行った。作品は、５月 17 日から６月 15 日までテラ・ド

ーム 1階ロビーで展示した。 

 日  時：５月５日(祝) 13:30～15:30 

 場  所：西脇市岡之山美術館 

 内  容：大きな紙に墨汁で絵を描く 

 参 加 費：300円 

 参加者数：小人 18 人 幼児４人 大人 10 人 計 32 人 

   
 

⑵ テラ・ドーム特別観望会「曜日の星を見よう！2014」 

夕方の空に見える、月・火星・水星・木星・土星と、昼間の太陽を合わせると６つ

の曜日の星が見られるため、昨年に引き続き特別観望会を実施した。黄砂の影響が多

少あったが、望遠鏡で５つの天体の姿を観察することができた。 
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 日  時：５月 31 日(土) 19:30～21:00 

 場  所：へそ公園 

 内  容：水星、金星、木星、土星、月の観察 

 参 加 費：無料 

 参加者数：大人 50 人、小人 40 人、幼児 30 人、計 120 人 

   

⑶ 「宇宙の日」作文・絵画コンテスト 

日本宇宙フォーラムの主催で行われている作文絵画コンテストに今年度も参加した。

作文の部は 1 点のみの応募であったが、絵画の部は市内外から多数の応募があり、入

選以上の作品を館内で展示した。中学生部門の最優秀作品は、全国審査の結果「日本

宇宙フォーラム理事長賞」を受賞した。 

・作文の部 

 小学生部門 応募点数 1 点のうち 1 点を展示 

・絵画の部 

小学生部門 応募点数 518 点のうち 63 点を展示 

   中学生部門 応募点数 27 点のうち 14 点を展示 

 

作品展  ９月 20 日(土)～11 月 24 日(日) 科学館１階ロビー 

表彰式  11 月 24 日(祝) 16:00～ 地球科学館玄関前 
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⑷ テラ・ドーム星まつり 

ひとりでも多くの方に星を見上げる時間を持っていただくために今年度もテラ・ド

ーム星まつりを実施した。ここ数年は雨が多かったが、今年は台風が接近する中、奇

跡的に雨は降らず、雲間から月を眺めることができた。交流観望会では、新たに三田

祥雲館高校天文部にご協力いただいた。 

 日  時：10 月４日(土) 18時 30分～21時 

 場  所：へそ公園 銀河の広場   約 800 人参加 

 行事内容 

・交流観望会  加古川宇宙科学同好会（ＫＳＳ） 

天文館バルーンようかオペレーター 

兵庫県立三田祥雲館高校天文部 

国際光器 

日本のへそ☆西脇天文同好会 

・ス テ ー ジ  ダンス（比延幼稚園） 

よさこい踊り（春爛漫・サンサンキッズ） 

吹奏楽（西脇東中学校音楽部） 

・夜   店  子ども茶席（西脇チャレンジ教室子ども茶道教室） 

ボールすくい、輪投げ、宝石すくい（にしわきっ子じんけん教室） 

焼きそば（ええまち比也野里） 

キラキラくじ（テラ・ドーム親子星空探偵団） 

テラ・ドームグッズ販売 

・抽 選 会  天体望遠鏡やアウトドア用品など 

・協   力  西脇高校地学部 

西脇高校放送部 

   

 

   
 



13 

⑸ 特別観望会「皆既月食を見よう」 

2011 年 12 月 10 日以来、約３年ぶりの皆既月食の観望会を行った。平日の夕方と

いうこともあり、最初は数名の参加だったが、皆既の始まるころにはたくさんの方

が望遠鏡に並び、神秘的な赤い月に見入っていた。 

日  時：10 月８日(水) 18:00～21:30 

場  所：へそ公園野外ステージ付近 

内  容：双眼鏡や望遠鏡で皆既月食を観察 

参加費：無料 

参加者数：大人 40 人、小人 25 人、幼児 15 人、計 80 人 
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⑹ テラ・ドーム通信の発行 

年４回発行し、市内全戸に配布した。（Ａ３両面二つ折り４色刷） 

春号 
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夏号 
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秋号 
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冬号 
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５ 研修等の受け入れ 

⑴ トライやるウィーク 

太陽観測、望遠鏡の使い方、天体の解説、へそ公園内での青空実験教室などを体験。 

５月 27 日～31 日 小野市河合中学校より３名 

６月３日～７日 西脇市内中学校より７名 

10 月 21 日～25 日 加東市内中学校より３名 

   
 

⑵ 教職員研修等 

５月 13 日 西脇市小学校理科部会 太陽観測の実演等 

６月４日 播磨東小理理事・幹事会 授業で使える実験ネタ 

７月８日 教育委員会初任者研修 施設見学等 

８月９日～10 日 西脇東中学校より１名 初任者研修 

８月16日～17日 西脇中学校より１名 初任者研修 

８月 21 日 東播地区小理夏季研修 鉱物の採集 

３月３日 西脇市小学校理科担当者会 ストローロケット 

   
 

６ 他施設との連携事業   

⑴ 日本公開天文台協会（ＪＡＰＯＳ）全国大会への参加 

第９回全国大会（福島大会）に参加し、「指定管理になって良かった点・悪かった

点」について発表した。 

 日  時：平成 26 年６月 30 日(月)～７月２日(水) 

 場  所：福島県福島市・福島県耶麻郡北塩原村 

 

⑵ 日本公開天文台協会（ＪＡＰＯＳ）研修会への参加 
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観望会の内容選定や進め方などについて情報交換や実習を行う研修会に参加した。 

 日  時：平成 27 年２月 24 日(火)～25 日(水) 

 場  所：岡山県井原市美星町 

 

⑶ 星なかまの集いへの参加 

星なかまの集いは、兵庫県内のアマチュア天文家や天文施設職員などからなる実

行委員会が主催する天文ファンの交流イベントで、当館も第１回大会から実行委員

として参加している。平成 24 年度に行われた第３回に引き続き、平成 27 年度の第

６回が西脇で開催されることが決定している。 

 日  時：平成 27 年２月 28 日(土)～３月１日(日) 

 場  所：兵庫県佐用郡佐用町 兵庫県立大学西はりま天文台 

 

７ その他の事業   

 ⑴ 大阪管区気象台長表彰 

開館以来 21 年にわたりアメダス観測地点の管理に協力したことに対し、大阪管区

気象台長より感謝状が贈られた。 

日 時 平成 26 年６月５日 

   

 ⑵ 兵庫県立三田祥雲館高校天文部小惑星観測への協力 

兵庫県立三田祥雲館高校天文部が、テラ・ドーム天文台の 81cm反射望遠鏡で小惑

星の観測を行った。西はりま天文台等での観測とあわせて結果をまとめ、兵庫県高

等学校総合文化祭で優秀賞となった。 

日  時：９月 28 日(日)18:00～９月 29 日(月)06:30 

場  所：テラ・ドーム天文台 

内  容：冷却ＣＣＤカメラによる小惑星(15552)sandashounkanの光度観測 
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 ⑶ 常設展示更新 

来館者に対する教育効果の向上と、施設の魅力を向上し利用促進を図るため、展

示更新を行った。従来の展示を活かしつつ、新しい展示物を加え、内容の充実を図

った。 

展示工事に伴う臨時休館 平成 27 年２月 17 日(火)～３月 20 日(金) 

   
１階展示室               雨つぶのダンス 

   
 竜巻発生装置              ２階展示室 

⑷ リニューアルオープン無料開放 

常設展示物の更新を行った科学館をひとりでも多くの方に知っていただき、科学

への興味・関心を高めていただくために無料開放を行った。 

日  時：平成 27 年３月 21 日(土) 10:00～18:00 

入館者数：大人 342 人、学生 ５ 人、小人 220 人、幼児 133 人 
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８ 観測・記録・研究活動   

⑴ 太陽、金星の継続的な観測 

天文台の太陽望遠鏡を用いたＨα光による写真撮影と、減光フィルターを用いた

白色光による写真撮影を継続的に行った。また、81cm反射望遠鏡による金星の継続

的な写真撮影を行った。 

平成 26 年度観測日数 115 日 

白色光による太陽黒点観測 

 

 

 

2014 年 10 月に現れた巨大黒点で見る太陽の自転 

Ｈα光による太陽観測 

  

２月に現れた長いダークフィラメント   ３月 27 日に現れた巨大プロミネンス 
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81cm反射望遠鏡による昼間の金星観測 

 

 

 

平成 26 年度中の金星の満ち欠け 

⑶ 夕方の水星、金星の連続観測 

2015 年１月初旬、夕方の西の空で金星と水星が接近した。途中悪天候のため観測

できない日があったが、日に日に位置関係がかわっていく様子をとらえることがで

きた。 
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⑷ ラブジョイ彗星（C/2014 Q2）の観測 

2014 年末から急増光し、肉眼彗星になったラブジョイ彗星の眼視観測と写真撮影

を行った。 

  

  

 

 

⑸ 惑星、流星、人工衛星等の観測 

その他、年間を通じて、惑星や流星、日本上空を通過する人工衛星等の観測記録

を行った。 
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⑹ 科学館周辺の動植物の観察および記録 

科学館周辺で見られる動植物の観察および記録写真撮影を年間通じて行うととも

に、ホームページでの公開や館内掲示、各種講座資料として活用した。 

  
ヤマガラ（へそ公園内）       ツバメシジミ（西脇市日野町） 

  
キンラン（西脇市出会町）      イチリンソウ（丹波市氷上町清住） 
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９ 新聞報道等   

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 30 日神戸新聞北播版 

６月 10 日神戸新聞北播版 

８月５日神戸新聞明石版 

12 月 17 日毎日新聞ほっと兵庫 

11 月 16 日神戸新聞全県版 

３月 20 日神戸新聞北播版 
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10 施設利用状況   

⑴ 平成 26年度月別利用者数（出前、イベント参加者等を含む） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合 計 

入館者数 

大人 538 1,005 945 683 1,464 827 552 750 224 317 241 780 8,326 

学生 10 12 14 11 97 19 11 9 8 5 10 13 219 

小人 629 952 393 694 1,158 429 421 500 277 257 182 673 6,565 

幼児 179 334 307 133 477 268 147 190 73 109 84 400 2,701 

小計 1,356 2,303 1,659 1,521 3,196 1,543 1,131 1,449 582 688 517 1,866 17,811 

天体観測

参加者数 

大人 8 110 35 84 42 41 405 61 5 13 3 21 828 

学生 0 0 0 1 0 6 50 1 0 0 0 0 58 

小人 4 210 33 108 86 31 232 43 0 10 0 10 767 

幼児 0 41 4 39 8 8 217 23 0 1 0 7 348 

小計 12 361 72 232 136 86 904 128 5 24 3 38 2,001 

利用者数 

大人 546 1，115 980 767 1,506 868 957 811 229 330 244 801 9,154 

学生 10 12 14 12 97 25 61 10 8 5 10 13 277 

小人 633 1,162 426 802 1,244 460 653 543 277 267 182 683 7,332 

幼児 179 375 311 172 485 276 364 213 73 110 84 407 3,049 

計 1,368 2,664 1,731 1,753 3,332 1,629 2,035 1,577 587 712 520 1,904 19,812 

開館日数 26 27 25 27 31 24 27 26 23 25 12 9 282 

 

 ⑵ 年度別利用者数 
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11 施設利用案内 

 

★ 開館時間  午前 10時から午後６時（入館は午後５時 30分まで） 

 

 ★ 休 館 日  月曜日、祝日の翌日（その日が土日祝日の場合を除く） 

         年末年始（12 月 29 日～１月３日） 

 

 ★ 入 館 料 

区 分 大 人 学 生 小中学生 

個 人 ５１０円 ２００円 １００円 

団 体 ４１０円 １５０円 ７０円 

★ 岡之山美術館との共通入館料 

区 分 大 人 学 生 小中学生 

個 人 ６２０円 ３００円 １５０円 

団 体 ５２０円 ２００円 １００円 

 

 

 ★ 設 置 者  西脇市 

 

 ★ 管 理 者  公益財団法人西脇市文化・スポーツ振興財団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

にしわき経緯度地球科学館平成 26 年度事業報告 

 

平成 27 年４月 

 

西脇市文化スポーツ振興財団 

にしわき経緯度地球科学館 

 

 

にしわき経緯度地球科学館「テラ・ドーム」 

〒677-0039 兵庫県西脇市上比延町 334-2 

TEL 0795-23-2772 / FAX 0795-23-3110 

http://www.nishiwaki-cs.or.jp/terra/ 

terra@city.nishiwaki.lg.jp 


